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「慰めよ、慰めよ、わたしの民を。──

あなたがたの神は仰せられる──」

　イザヤ書４０章１節



ーは視聴できますが、実際にはダリアはイン
タビューに答えている間中、手が震えていま
した。これは、彼女のトラウマが継続している
ことを表しています。部屋には誰一人泣いて
いない人はいませんでした。

その後、グローバルアリヤーセンターの見学
をした際、私たちは、主がこの戦争を用いて
ご自身の民を帰還するよう導いておられるこ
とを感じました。グローバルなアリヤーの働
きの中心部の機関室であるコールセンター
には、毎日８００以上の電話が来ます。さら
に多くのアリヤーの書類が開かれている中、
今後さらにオリムの数が増加することを予想
しています。

「ルツ」という名前の意味の一つは、「友情」
です。私たちはどこへ行っても、友情が新た
なものとされました。神殿の丘の警備員は、
私たちがここに来た理由を伝えると、「私たち
はあなたがたを愛します」と言っていました。
ユダヤ機関のある女性は、私たちが帰る時
に、チームの一人一人をもう一度抱きしめて
くれました。また、アシュケロンにあるエチオ
ピア吸収センターのある独身女性は、チーム
に誰か独身男性がいれば紹介してください、
とまで言っていました。

エルサレムに滞在中、私たちはノバフェステ
ィバル虐殺現場を訪れる機会がありました。
そこで、４００人以上の人が亡くなったので
す。そして、そこで起こったことについて聞き、
ともに祈りました。その場所は赤いポピーで
いっぱいでした。この花は、流血を思い起こ
させるものですが、同時に命の約束を思い

わたしの民を慰めよ
証人：　この言葉は、１０月７日以来、何度
も繰り返し出てきています。

ųų １０月１２日に、イギリスのエベネゼ
ル理事のロッド・ラングストンとともに、
ユダヤ機関を訪問して支援を示した際
ųų １月９日に、他のクリスチャン団体のリ
ーダーたちとイスラエル大使館を訪れ
て、ユダヤ人虐殺の４５分ビデオを見
た際
ųų ２０２４年２月４日から１１日まで、
イスラエルへの連帯旅行において、イ
スラエルを訪れた)

イスラエル大使館は、私達がイスラエルと
ユダヤ人と共に立って支援している事を感
謝するとともに、起こったことの真実の証人
となるようチャレンジをしました。残念なこ
とに反ユダヤ主義が台頭しているので、こ
のことは教会にとって非常に不可欠です。

２月４日にイスラエルに向かって出発する
前に、私たちはモアブ人ルツの足跡をたどっ
ていると強く感じました。彼女は、義理の母ナ
オミを慰め、恥じることなくユダヤ人とともに
立ちました。

「ルツは言った。「お母様を捨て、別れて帰る
ように、仕向けないでください。お母様が行
かれるところに私も行き、住まれるところに
私も住みます。あなたの民は私の民、あなた
の神は私の神です。」（ルツ１章１６節）

初日の夜に、７人のエベネゼルのリーダー
が５か国から集まった時、すばらしい喜びと
一致がありました。ただイスラエルにいるこ
とによって、イスラエルにともに投資してい
るのだという感覚でした。

１０月１２日に、ロッドと私は、１０月７日
の出来事で受けたトラウマと痛みを、涙と抱
きしめあうことを通して共有しました。そし
て、これが初日はずっと続きました。ユダヤ機
関のスタッフはダリアという方を呼び、彼女
は、いかに自分の義理の兄弟ヤイルとエイタ
ン・ホーンが誘拐され捕虜とされたかという
ことについて詳しく話しました。

エベネゼルYoutubeチャンネルでインタビュ

定期的なアリヤーの最新
ニュースを視聴するには、
私たちのエベネゼル出エ
ジプト作戦チャンネルをご
覧くださるか、こちらのＱ
Ｒコードをスキャンしてく
ださい。

ニック・コーツ
国際理事会

国 際

写真
上：ダリア（中央、ポスターを持
っている）エベネゼルチームと

ともに

右：キリヤット・シュモナで、食事
の準備をする
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「慰めよ、慰めよ、わたしの民を。──あなたがたの神は仰せられる──」　イザヤ書４０章１節

ナの難民に食料物資を届けたり、ストレスを
和らげるために子供たちの活動をしたりし
て支援していることでした。また、散らされて
きたユダヤ人の家族たちがこの二つの異な
ったキブツにおいてケアを受けているので
す。また、アシュケロン吸収センターは、１０
月７日に３００以上ものロケットが撃ち込
まれたのが見える場所にあります。また、イェ
ミン・オルデは、危険にさらされている十代
の青年たちが、すぐれた教育とリーダーシッ
プスキルを教えられています。そのような中
で、私たちは何度も何度も、勇気、一致、弾力
性、友情、愛、やそれよりももっと多くのこと
を見ることができました。

１週間以上に渡って多くのことを聞いて、実
際的な支援をする機会はありませんでした
が、レバノンとの国境線にあるキリヤット・シ
ュオマ（避難した町）に行くことができ、食事
の準備を手伝い、ボランティアやIDFの兵士
たちと話すことができたのは、大きな喜びで
あり特権でした。ピリピのカイザリアを拠点
にしているこの働きでは、ロケットの攻撃を
受けても受けなくても、毎日５００から１０
００食の温かい食事を提供しています。

皆さんのお祈りに心から感謝します。実際に
イスラエルにいるかどうかは別に、エベネゼ
ルファミリーは、「わたしの民を慰めよ」とい
う主の召しに、ともに参加しているのです。

「すると、王は彼らに答えます。『まことに、あ
なたがたに言います。あなたがたが、これら
のわたしの兄弟たち、それも最も小さい者た
ちの一人にしたことは、わたしにしたのです。
』　マタイの福音書２５章４０節

起こさせるものでした。その後私たちは２３
２号線を車で走り、車が銃弾で攻撃され焼
かれた場所に行きました。そして、起きたこと
のひどさを示す車の墓場を訪れました。

イビムでは、スデロットの近くにあるキブツ
で、テロリストがスデロット付近のキブツに
攻撃をしてきました。その後IDFによって撃退
されました。シオンという男性がキブツから
出て、反対側からまわりこみ、急速に接近して
きたテロリストを追い払いました。彼は英雄
として見られています。そしてその通りです。
しかし以前私が彼に手を置いて祈った時、彼
は深い悩みをかかえていて、トラウマからの
慰めと癒しが必要な状態でした。祈っていた
時に、「シャローム」ということばが彼のため
に与えられました。その時、彼は震えて静か
に泣き始めたのです。確かに、彼は、アモス
書９章１５節の約束を生きた人でした。

「わたしは、彼らを彼らの地に植える。彼ら
は、わたしが与えたその土地から、もう引き
抜かれることはない。──あなたの神、【主】
は言われる。」

このことから、箴言においてソロモン王が語
ったことばへ思いが向けられました。

「友はどんなときにも愛するもの。兄弟は苦
難を分け合うために生まれる。」(箴言17:17)

それが、ユダヤの丘の奥地にあるアルゴット
農場にあるラビ・アリを訪れることであって
も、エルサレム市長の事務所のエレナが分
かち合っていたのは、エベネゼルがウクライ

写真　上：ノバフェスティバル
にて「彼らを家に帰らせよ！」

左：　イェミン・オルデにて
ユース村

右：　ノバ音楽フェスティバル
の時の車
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用語解説

アリヤー(Aliyah)： 

ユダヤ人が約束の地、イ
スラエルに帰還すること
を意味します。

ユ ダ ヤ 機 関 (Jewish 
Agency)： 

ユダヤ 人の国際的機関。
パレス チナにユダヤ人の
本拠を 設けるというシオ
ニスト の計画の対外機
関。パレ スチナへのユダ
ヤ 移民の監督，ユダヤ系
経 済組織の確立などに
努め る。

オリム(Olim)： 

イスラエルに帰還するユ 
ダヤ人

クリタ (Klitah)

吸収を意味し、イスラエ
ルに到着したオリムたち
の生活を確立させること。
ヘブライ語の学び、就職、
住居、学校、IDFへの従事
など。



神様は決して遅れることがない

ųų

ツルメニスタン出身のケマルと妻のロサイ
と彼らの双子の２歳の娘たちは、イスラエ
ルでの新しい生活を始めるべく出発しまし
た。２０２３年１２月２５日に、彼らはウ
ズベキスタンの首都であるタシュケントに
あるイスラエル大使館でイスラエルの永住
ビザを申請して、その三日後に彼らはアリ
ヤーすることになっていました。しかし、ぎ
りぎりになって彼らの面会約束はキャンセ
ルになりました。

彼らがタシュケントに着く予定の二日前にな
って、大使館から連絡があり、彼らのビザは１
月まで受け取れないという知らせがありまし
た。このことは問題でした。なぜなら、この家
族のウズベキスタンのビザの有効期限が１
２月３１日までだったからです。

そこで、ケマルは再度ウズベキスタンでビザ
の申請をすることにしました。しかし、いった
ん登録を消しているため、二度目の申請をす
ることができないと知りました。しかし、神様
に感謝します！彼らは何とか大使館に行って
秘書に直接事情を説明することができたの
です。それで、１２月２８日に新しく面接の約
束を受けることができました！

彼らは午後１１時にタシュケントに到着した
ばかりで、とても疲れていました。ウズベキス
タンとツルメニスタンの間には長年航空通
信が途絶えていたため、彼らは陸路を通って
国境を越えました。その後、私たちは彼らを
ホテルへと案内しました。翌日、彼らをユダヤ

機関へと送りました。そして、その後に大使
館へ連れて行く予定でした。

領事の秘書が来られ、ビデオで領事と連絡
を取りました。そこで領事は家族全員と会
い、書類に目を通しました。その後、秘書は
その書類を大使館へ持って行き、家族はユ
ダヤ機関に残りました。このような形の面会
は初めて見ました。

神様に感謝します！ケマルの家族はビザを
取得することができました！その後、私たち
はすぐに１２月３１日の航空券を予約しま
した。ウズベキスタンビザの有効期限の最
終日にです。その前の二日間は航空券が取
れなかったのです。その日は安息日でした。
しかし、神様は決して遅れることはないこと
は確かです！

この４人家族はイスラエルに無事到着し、
報告によれば、彼らはイスラエルがとても気
に入っているようです。神様がご自身の子ど
もたちを故郷に帰らせてくださったことを
感謝し、すべて神様に栄光をお返しします！

どうかお祈りください：

ųų ・エベネゼルチームに力、健康、知恵が与え
られるように
ųų ・ウズベキスタンとツルメニスタン間の航空
通信が回復するように
ųų ・イスラエルのための祈りのグループが、私
たちの地域の教会、漁業従事者などの間で
増やされるように

ザーナ
ベースリーダー

ウズベキスタン

写真
　　右：ケマル、ロサイ、と彼ら

の双子の娘たち
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ターニャの父親は軍人で、第二次世界大
戦で戦いました。彼女の母親はユダヤ人で
はありませんでした。そういうわけで、彼ら
は、多くのユダヤ人たちが命を落としてい
た中でも、恐ろしい時代を生き延びること
ができました。彼女の父親は英雄となり、
戦後まもなく亡くなりました。

ターニャは、戦中、戦後に亡くなった多くの
ユダヤ人の家族のことについて私たちに話
してくれました。

９０年代には、ターニャはイスラエルに行
きたいと願っていましたが、夫が行かない
と決めました。彼女は、もし、彼が当時にイ
スラエルへ行っていたら今でも生きていた
だろう、と言っていました。

２年前に、ターニャはもう一つの戦争を体
験しました。彼女の故郷の町、ホロドニアの
状況は不安定で危ない状況だったため、娘
が、母親のイスラエル帰還を助けるために
訪ねてきました。そして、昨年、娘と娘の夫
は無事アリヤーすることができました。彼女
の高齢の母の３匹の猫を運ぶ助けをしな
がら、彼女は、ウクライナに帰らなかったこ
とを感謝していました。

ターニャは長年英語と文学の教師をしてい

一人のいのちの旅
ました。彼女は多くの本と持ち物の大部分
を同僚や近所の人や友人たちに残して来
ました。それは、彼女が人生をかけて投資
して集めた蔵書を彼らなら大切にしてく
れると思ってのことでした。

彼らはエベネゼルとウクライナのエベネ
ゼルチームにとても感謝していました。エ
ベネゼルチームは、彼らのポーランドへの
移動や他の必要な支援をすることができ
ました。彼らが信じていることは、主が彼
らを真の故郷の地へと帰らせてくださる
なら、その地で主が彼らを祝福してくださ
るということです。彼らの旅は快適でした。
彼らは、ワルシャワのホテルで一泊してか
ら、カジックと私は彼らを空港へ送りまし
た。

猫とその所有者たちは無事イスラエルに
到着しました。そして、彼らの最初の書類
を受け取りました。ただ、長旅のストレス
のためか、猫の一匹がかごから逃げようと
していましたが。娘と義理の息子と合流で
きて、ターニャは喜んでいました。彼女は
イスラエルでの新しい生活を始めました。
彼らは私たちに、イスラエルにいつでも遊
びに来てくださいと招待してくれました。
すべての栄光が神様にありますように！

ケート
ポーランドチーム

ポ ー ラ ンド

写真
上：ターニャと娘とケートとカ
ジック

左：空港でのチェックイン

右：ターニャ、イスラエルにて
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あなたを圧迫する者たちへの神の力強い裁
き、小羊の血潮、そして奴隷の束縛からの解
放―イスラエルの子どもたちの一人として生
きるには何という驚くべき時代でしょうか！

何か月かの短い期間に、モーセは主の召しに
従って同胞のイスラエル人をエジプトからシ
ナイの荒野へと導きました。そしてその間に、
権威の杖を取って、食料と水の備え、そして敵
に対する勝利を見たのです。

彼らがシナイ山に着いた時、モーセは義理の
父イテロに会い、彼からいくつかの賢明な言
葉を受け取りました。そのことはまた、イスラ
エルの指導者としてのモーセの主要な責任を
明らかにするものでした。

「さあ、私の言うことを聞きなさい。あなたに
助言しましょう。どうか神があなたとともにい
てくださるように。あなたは神の前で民の代
わりとなり、様々な事件をあなたが神のところ
に持って行くようにしなさい。あなたは掟とお
しえをもって彼らに警告し、彼らの歩むべき道
と、なすべきわざを知らせなさい。」出エジプ
ト記１８章１９，２０節

イテロはモーセに忠告して、彼は自分の下に
いる人の中から、彼が裁きを行うための助け
をするように任命しなさいと言いました。しか
し、モーセの最初の召しは、「民の代わりに神
の前に立つ」ことでした。

その後すぐ、モーセは山に上って神と出会いま
した。そこで、主はモーセに、イスラエルの民
が奴隷から解放されて神の元に来た今、イス
ラエルの民の行く先をしまします。

「『あなたがたは、わたしがエジプトにしたこ
と、また、あなたがたを鷲の翼に乗せて、わた
しのもとに連れて来たことを見た。今、もしあ
なたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わ
たしの契約を守るなら、あなたがたはあらゆ
る民族の中にあって、わたしの宝となる。全世
界はわたしのものであるから。あなたがたは、
わたしにとって祭司の王国、聖なる国民とな
る。』これが、イスラエルの子らにあなたが語
るべきことばである。」

出エジプト記１９章４－６節

主の心の叫びは、ご自分の民を「特別な宝」と
して、親密な愛の関係の中に置くことでした。
そして、彼らが、神の契約を守り、聖なる国民
として神に仕えることでした。神の契約は、「律
法」以上のものでした。（まだ与えられていま
せんでした）この契約は、土地と、神様との関
係を受け取る約束でした。主の意図は、彼らが
神の元に来て、神に仕えることでした。

私たちは、このことがその時にすべて成就した
のではないとわかります。しかし、パウロは言
っています。

「神の賜物と召命は、取り消されることがない
からです。」ローマ書１１章２９節

ペテロは、イスラエルにつなぎ合わされた私
たちもまた、この働きに霊的な意味において
加えられたと書いています。

「主のもとに来なさい。主は、人には捨てられ
たが神には選ばれた、尊い生ける石です。

あなたがた自身も生ける石として霊の家に築
き上げられ、神に喜ばれる霊のいけにえをイ
エス・キリストを通して献げる、聖なる祭司と
なります。

しかし、あなたがたは選ばれた種族、王である
祭司、聖なる国民、神のものとされた民です。
それは、あなたがたを闇の中から、ご自分の驚
くべき光の中に召してくださった方の栄誉を、
あなたがたが告げ知らせるためです。」　　　
第１ペテロ２章４，５，９節

イェシュアを信じる者として、私たちは「聖別さ

れ」、賛美と感謝のいけにえをもって主に仕え
るように、また主の前に立って、私達の祈りを
香として主にささげるように召されています。

黙示録５章９―１０節において、この召しが、
天のみ使いがイェシュアに新しい歌を歌う時
に、栄光に満たされて完成する事について私
達に啓示されています。

民の代わりに神の前に立つ

モーセの最初の召しは、「民の代
わりに神の前に立つこと」でした’

イェシュアを信じる者として、
私たちは聖別されています

フィオナ・スタッケン
アジア太平洋祈りのコーディ

ネーター

祈 り
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民の代わりに神の前に立つ
「彼らは新しい歌を歌った。「あなた
は、巻物を受け取り、封印を解くのに
ふさわしい方です。あなたは屠られて、
すべての部族、言語、民族、国民の中か
ら、あなたの血によって人々を神のた
めに贖い、私たちの神のために、彼らを
王国とし、祭司とされました。彼らは地
を治めるのです。」黙示録５章9-10節

最終的に、「すべてのイスラエルが救わ
れる」（ローマ書11:26）時、私達はとも
に、天の父が願っていたご自身の「特別
な宝」と聖なる国民が共に親密な愛と、
揺るがない交わりの中で、祭司として主
に仕えるという事が実現されるのです。

イェシュアはご自身の永遠の栄光を捨
てて人として私達と同じようになられ、
ご自身を私達の罪の為にいけにえとし
て捧げて下さったのです。

この方の私達の為のとりなしは、祈り
以上のものでした。主は私達の贖い
の為にご自身の命を代価としてくださ
ったのです。そして、ご自身の死と復活
を通して完全な勝利をとられたので
す。そして主は私達の為に、父なる神
の前で、私たちの「大祭司」としてとり
なしを続けてくださっているのです。

主は、アロンに、主の前でイスラエル
の祭司として仕える時に、特別な衣を
着るように指示を与えられました。そ
の一つが、「さばきの胸当て」（出エジ
プト記２８章）です。

胸当てには１２の宝石が埋め込まれ
ていて、一つ一つにイスラエルの１２
部族の名前が彫り込まれています。肩
には、二つの縞めのうの石があり、そ
こにイスラエルの息子たちの名前が

刻まれます。そのようにして祭司はイ
スラエルの息子たちの名前を、主の
前で仕える時にはいつでも、彼らの
肩と心に携えるのです。

主の天におけるとりなしの働きにお
いて、確かにイェシュアはイスラエル
の国、ユダヤ人、そして私たちすべて
を、恵みの御座の前に運んでくださ
います。そしていつもご自身の流され
た血潮の力によって、天の父のみここ
ろの目的を成就してくださるのです。

私たちが主の足跡をたどる中、エベ
ネゼルにおいても私たちは神の前に
立ってユダヤ人のためにとりなしを
続けています。そしてそれは、「主が
エルサレムを堅く立て、この地の誉れ
とするまで。」（イザヤ書６２章７節）
続くのです。

6 | Ebenezer Operation Exodus



アリヤーミニストリーとして、エベネゼル
では世界中のユダヤ人にイスラエルへの
帰還を励ます働きをしています。ここで
の私たちの働きは、帰還した彼らがここ
になじみ、適応できるように助ける働き
です。しかし、過去何年間の間に、主は新
しいオリムを支援する以上の働きにおい
て私たちを用いてくださっています。

オリムと面会して彼らの必要を聞くことを
通して、食料カードや、請求書の支援、職探
し、また他の関連ある団体へと紹介するな
どの支援をしています。しかし、２０２０年
のパンデミックの間は対面での面会が難し
かったため、食料カードなどは彼らに郵送
したりしていました。

その後、ウクライナ戦争が始まった為、私た
ちは人道的援助物資を集め始めました。難
民が到着し始め、彼らをホテルに収容しま
した。私たちは、そのうち支援の要請で手
が回らなくなりました。彼らはただ食料を
必要としていたのではなかったのです。彼
らは何も持たずに来ていたので、彼らはす
べてのものが必要だったのです。服や他の
日用品、銀行に行くことや電話の店に行くこ
となど、すべてにおいて必要がありました。

私たちの予算も限られていました。誰が一
番支援必を要としているのかもわかりませ
んでした。そこで、私たちは、エルサレム市
長の顧問のエレナに会いました。私たちの
必要な情報のすべてを持っていたので、私
達は、誰が支援を必要としているのか、彼ら
はどこにいるのか、また何を必要としてい
るのかなどを聞くことができました。私達は

エレナと今日に至るまで協力関係にあります。

その後、１０月７日私たちの国全体が衝撃を
受けました。ある意味、パンデミックとウクラ
イナ戦争の間に、主は私たちをこの戦争のた
めに整えてくださり、他の団体との協力関係
を築き、兵士や避難者を効果的に支援するこ
とができるようにしてくださったのです。エレ
ナは名前や彼らの具体的な必要のすべての
リストを持っていました。それで私たちはそ
の必要に応えることができたのです。この働
きを可能にしてくださったすべての献金をさ
さげてくださった方たちに感謝いたします。

私はこの働きの一端を担うことができること
を特権だと感じています。その働きが、避難
者がユダヤ人の祭りを祝うことを助けたり、
家から追われた人々のために服や食料を買
うことだったり、またロシアからアリヤーした
ばかりの家族が、ガザで兵士として仕えてい
る息子に会って、一緒にバーベキューする助
けであったりであっても。

私たちは主の御手が働いて、次から次へと起
こる災害の中でも私たちを整えてくだってい
るのを見ています。私たちは、主が必要を満
たし続けてくださり、アリヤーの主ご自身の
目的が成就されていくことを信頼しています。

どうかお祈りください

ųų 私たちの深く傷ついた国の癒しのために
ųų・IDFと疲弊した兵士たちのために
ųų・エルサレムとハイファにいるエベネゼルチームの
ために

ともに働く

イスラエル
シェロミット

イスラエルチーム

イスラエル

写真　上：
エレナ（左から二番目）とコリ
ンとシェロミットと避難してき
た人々とトゥ・ビ・シュヴァット

を祝う


